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原風景を楽しむ７
29

　世界文化遺産候補「長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産」の構成資産「平戸の聖地と集落」と
なっている春日集落を舞台に「潜伏キリシタンの歴
史を継承する春日集落で米作り体験＆棚田ウォー
ク」の第２弾イベントとして、棚田ウォークが開催
されました。
　この日は、小学生を含む市内外から16人が参加。
ガイドの案内を聞きながら、約４キロメートルの周
遊コースをウォーキングし、春日の原風景を楽しみ
ました。

　姉妹都市オランダ王国ノールトワイケルハウト市
からサッカー指導者を招き、本市の指導者や子ども
たちと交流を行いました。
　期間中は、長崎県中学校総合体育大会のサッカー
競技の観戦や、市内の学校を訪問し、子どもたちに
オランダの最先端の指導を行いました。また、本市
のサッカーチームの指導者とも親睦を図りました。
　オランダの関係者は「技術はもとより、勝つため
にゲームの流れを考える力、サッカーの楽しさなど
交えながら教えることが大切」と伝えました。

オランダの育成技術を学ぶ７
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～ 北の中学生と友情を育む８

　北海道枝幸町の中学生６人が「いきいき交流事業」
の一環で平戸市を訪れ、去年の冬に枝幸町に訪問し
た生徒の家にホームステイをしながら平戸での暮ら
しを体験しました。
　生徒たちは、シーカヤック体験、平和学習など北
海道ではなかなか味わえない貴重な体験をし「一生
忘れることのない平戸で過ごす特別な夏休み」とな
りました。
　見送り式では、別れを惜しみながらそれぞれが再
会を誓い合っていました。
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　英国商館通りとみやんちょ一番街で、毎年恒例
の商店街の夏祭り「コックスフェスタ・王国祭」
が開催されました。
　夕暮れの時間から歩行者天国となった商店街に
は、ヨーヨー釣りや回転ボード、ダーツ、金魚す
くい、ハーレーダビットソンの展示コーナーなど
のほか、スタンプラリーやかき氷、串焼きなどの
出店が並んでいました。
　また、平戸小学校の金管バンドによる演奏など
も行われ、家族連れや若者などで夜遅くまでにぎ
わっていました。

５
８ 真夏の夜の商店街まつり

　津吉地区のまちづくりの拠点となる「津吉地区ま
ちづくり運営協議会」事務所の開所式が、津吉交流
会館で開催されました。
　平成29年１月１日に発足した津吉地区まちづく
り運営協議会は、これまで、地元農産物などを軽ト
ラックに載せて販売する「軽トラ朝市」や、地域の花
の植栽なども行っています。９月には、主に高齢者
の通院を目的とした送迎支援を始める予定です。
　立石学会長は「事務所開設を機に、今後も積極的
にまちづくり活動を続けていきたい」と話しました。

津吉地区の交流拠点として２
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　７月31日から８月１日にかけて小学生を、８月23
日から24日にかけて中学生を対象に「イングリッシュ
キャンプ」が実施されました。
　この事業は、外国人と触れ合い、英語を使う機会を
提供することで、英語への関心を高め、将来国際的に
活躍する人材を育成することを目的に行われました。
　市内各小・中学校から集まったそれぞれ約40人の
児童・生徒たちは、外国人の講師とともに1泊2日の
生活の中で、英語を使ったさまざまな体験を通し、英
語の魅力を再認識していました。

生の英語にふれあう１
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